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玉東町社協だより「おれんじの風」の作成に、共同募金配分金が使われています

〈ふくしの総合相談〉
・障がい者の生活や虐待について

・成年後見制度について

・生活上の困りごとについて

・ボランティア活動に関する相談

〈玉東町生活よりそいセンター〉
・家計のやりくりの不安

・子どものひきこもりで心配

・仕事がなかなか見つからない　など
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メールアドレス　　　　c-power.3150@poppy.ocn.ne.jp
玉東町社協 検索

土曜日・祝日(8:30～17:00)も受付します。
玉東町社会福祉協議会　☎0968-85-3150 ☎0968-85-6305

玉東町シルバー人材センター

担当　谷口
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ホームページでもご覧いただけます！
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上田　雅文さん 
（原倉東 在住）   35歳
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『おれんじの風』文字募集中！
特技・趣味のグループ等も受け付けています！

☎85-3150まで

玉東町社協だより

令和6年9月15日

第177号題字　加治木　琥南さん（19才／大学2年）
か　じ　き　　　こ なん
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福祉大会案内、夏ボランティア・夏事業
夏ボランティア・夏事業
玉東町民児協だより
シャキッと・絵手紙玉東教室、玉東町オレンジニュース、ボランティア連絡協議会
おれんじ宅配便
おれんじ宅配便、実習生の紹介、共同募金だより
リレートーク、玉葉会、寄付御礼、つぶやき
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7月10日に山北小、7月12日に木葉小の
6年生が、認知症サポーター養成講座を
受講しました。町内のキャラバンメイトの
方から認知症の事について学び、その後
グループワークを行いました。受講後に
は、オレンジリングの配布がありました。

認知症サポーター
養成講座7/10 山北小 7/10 木葉小
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現在、嬉しい収穫に
向けての大切な時期
を、連日の猛暑に負け
ず日々を過ごしていま
す。今年は雨も少なく
恵みの雨が欲しいと願
いながら、みかんの樹

と励まし合って作業をしています。農業は年に一度の
収穫を目指して自然を敬い、時には自然の力に逆らう
事ができず、悩みながらも地道な作業を積み重ね、繰
り返していく仕事です。資材高騰、後継者不足、、、
様々な課題が現実として表れ厳しい一面もあります
が、古くから受け継がれてきた大地で、より良い農産
物を作ろうと懸命に励む先輩方の姿に感動し、今の私
がいます。玉東町にしかない自然や環境に感謝して、
喜ばれるような農産物作
りを目指していきます。こ
れからも今抱えている
『大きな夢』に向かって頑
張ります。
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☆あらたまハートブランド協議会の販売
荒尾玉名地域の障害者就労施設等の福祉施設からなる「あらたまハート
ブランド協議会」より出店をいただきます。パンやクッキーなど、様々な
商品が販売されます。その収益は、障がい者の社会参加に役立てられます。

葉山苑デイサービス 

はぶのデイサービス

有料老人ホームこのは 

７月26日(金)、オレンジクラブ連合会と小学生
が参加しました。最初にカローリングを楽しみ、その
後に調理を行いました。小学生からは「みんなと一
緒に色んなものを作れたのが良かった。」、「難しか
ったけど楽しかった。」、オレンジクラブ連合会から
は「子どもさん達と一緒に料理をして、楽しい時間
でした。」などの感想が聞かれました。

8月20日(火)と22日(木)の2日間、小学生
と中学生がボランティアに来てくれました！利
用者の皆さんと一緒に折り紙やグラグラゲー
ムなどのレクリエーションに参加したりと、し
っかりとした言葉遣いと笑顔でコミュニケー
ションを取りながら活動してくれていました。
「少し将来の事を考えることができた。」、「楽
しかった。」などの感想が聞かれました。　

8月7日(水)中央公民館にて、玉東わかぎの皆さ
んの協力のもと行いました。初めて参加される方も
多かったですが、指文字や紙芝居・音楽に合わせ
て手話を学び、真剣な表情や素敵な笑顔も見られ
ていました。「手話を知れて、難しかったけど楽しか
った。」、「色んな表現があって面白かった。」、「自
分の名前をできるようになった時はすごく嬉しかっ
た。」など、たくさんの感想も聞かれました。

いきいき料理教室

グループホームは　る

オレンジカフェ

玉東町福祉センターで行われてい
る“シャキッと”へ、8月7日・8日・9日・
22日に中学生・高校生の3名がボラン
ティアへ来てくれました！初めは緊
張している様子も見られましたが、次
第に笑顔が見られて利用者のみなさ
んもとても喜ばれていました。

夏 ボ ラ ン テ ィ ア ・ 夏 事 業

シャキッと

玉東わかぎ ファミリー手話

8月6日(火)、二俣西のオレンジカフェ
(藤尾地区サロン認知症カフェ)が開か
れ、中学生がボランティアで参加してく
れました。今回は介護体験談や本人座
談会 (認知症のご本人さん)の動画を視
聴し、意見交換を行いました。「玉東
町は認知症について学べる機会がある
ので良かった。」、「玉東町にうまれて良
かった。」などの感想が聞かれました。 

中学生2名がボランティアに来てくれました！「施設の
中がどのような感じになっているか、知る事ができた。」、
「有料老人ホームこのはには、
新しい機械やエレベーターが備
わっていて、まだ知らない事が
あると思う。また来てみたい。」
との感想が聞かれました。

小学生2名が来
てくれました。利用
者の皆さんとゲーム
をしたりと、「とて
も楽しかった。」との感想が聞かれました。利用者
の皆さんもとても喜んでおられました。

第37回　玉東町福祉大会
テーマ 『 私の町 福祉の町 玉東町 』
受　　付
式典開会　　
・表　　彰　
・小中学生等の作文発表　　　　
 シンポジウム
『この町で暮らしてよかった』～地域共生社会シンポジウム～　　
　 シンポジスト

8：30
9：00

10：30

令和6年9月29日（日)
午前9時00分～

ふれあいの丘保健センター

期 日

時 間　

会 場

☆手話通訳あり
☆こどもルーム (託児 ) あり
　＊託児を希望される方は
　　玉東町社協 (85-3150) へ
　　ご連絡ください。

シンポジウムに

参加された方々に

チケットを配りま
す！

現金でも購入でき
ます！

良い体験ができました。
機会があったら、
また行ってみようと
思います。

8/8
（木）

8/9
（金）

夏 ボ ラ ン テ ィ ア ・ 夏 事 業

町区区長　一瀬　二彌 氏「町区の見守り活動 (防災訓練等 )」
玉東町ともに歩む会　塚元　なるみ 氏「認知症なんてこわくないまち玉東」
玉東町発達支援親の会
　親子育て玉トーク　田尻　沙耶花 氏「発達障がいについて」
町内の小中学生　夏のボランティア活動

 コーディネーター

田島　望 氏   ( 九州看護福祉大学 専任講師 )
式典開会・終了予定12：00
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民生委員制度発祥の地　岡山県へ
6月17日～19日の3日間、研修視察で岡山県を訪ね
ました。岡山県は民生委員制度発祥の地で、制度の
起こりと足跡を学びました。

あいさつ声かけ運動実施 ！
町のあいさつ運動に合わせ民児協としては年5回、4月・
7月・9月・11月・1月に民児協独自のあいさつ声かけ運動を
実施しています。7月と11月は町の行事に合わせて実施、7
月は2日・5日・9日・12日の4日間実施しました。子どもたち
の笑顔と元気な 挨拶に私たちも元気をもらいました。

民生委員制度の始まりは
　大正6年5月12日、笠井信一県知事がドイツの制度を参考に『救世顧問制度』を創設。
⇒これが現在の民生委員制度へつながりました。
その後の経過
昭和11年『方面委員会』全国統一で運用。
昭和22年から、民生委員は児童委員も兼任となる。
昭和23年『民生委員法』公布。
平成29年民生委員創設100周年。

～地域の身近な相談相手～
玉東町民児協だより
（玉東町民生委員児童委員協議会）

みかちゃんのenjoy
ボランティア
vol.10

お問い合わせ：玉東町民生委員児童委員協議会事務局
　　　　　　　TEL：85-3150（玉東町社会福祉協議会）

玉東町オレンジニュース
（玉東町オレンジクラブ連合会）

元気なあいさつ
嬉しいな

おはようございます！
おはようございます！ いってきます！

7/6(土)、玉東町ボランティア連絡協議会総会・お
みしり会を行いました。各団体の皆さんが集まり、
昨年度の報告、今年度の計画を話し合いました。

7月19日(金)、町民
体育館にてカローリ
ング大会が行われま
した。午前中の開催
でしたが体育館の中
は朝から暑く、みな
さん適宜水分補給を
しながらプレーを楽
しまれました。

今年も玉東郵便局より暑中見舞葉書をいただきました！どのように書こうかと利
用者の皆さん悩まれていたので、7月10日(水)～12日(金)までの3日間、シャキッとへ
絵手紙教室の先生方に来ていただきました！最初は「絵は描けんよ～。」と言われてい
た方もおられましたが、『下書き→葉書に書く→色を塗る』の手順で、楽しみながら真
剣に取り組まれました。利用者のご家族やご友人などへ、素敵な暑中見舞葉書が届い
た事でしょう☆彡

毎月第３水曜日(8月・1月はお休みです)
の10時～12時に、福祉センターにて絵手
紙玉東教室が行われています。先生と生徒
の皆さんは毎回楽しく絵手紙の制作に取組
まれてお
り 、毎 回
素敵な作
品が出来
上がって
います。

玉東町
ボランティア
連絡協議会

生徒さん募集中！

見学もお待ちして

います！！

絵手紙玉東教室
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町内の福祉施設情報です。
（年3回お知らせします）

多機能型施設

このはリハビリ倶楽部

葉　山　苑

〒869‐0303 玉東町大字木葉348番地　TEL（0968）71‐4000（代表）
http://www.hayamaen.com/

グループホームは　る

若 葉 会（ほっとほーぷ・ほっとHOPE）

玉東町木葉372 保健センター内
TEL 57-8958玉名郡玉東町木葉175-7　TEL 0968‐85‐2377

今年の夏も酷暑が続きましたが、いかがお過ごしでし
ょうか？はるの夏休みの思い出は、夏休みの期間に玉
東中学校から来てくれた、ボランティアさんとの交流で
す。話し相手になってくれたり、一緒にラジオ体操をし

てくれたり、普
段座ってしかや
らないラジオ体
操を立ってやっ
てる入居者様が
居たんです、そ
の姿には驚か
されました。

気温が高い日が続き屋内での活動が続いておりまし
たが、曇りの日に少しだけ田原坂公園に出かける事が
できました。久しぶりの外出だった為、ご利用者の方の
笑顔も見る事が出来ました。また、気温が高くなる前に
例年通り花しょうぶの見学も行う事ができました。
これから販売会や芸術展への出展もあり、屋外活動
への機会も増えてきますのでご利用者の方の体調に
気を付けながら活動の場を
拡げていこうと思います。
パン作り体験も再開して
おります。6名以上のご利用
とはなりますが、ご興味の
ある方は是非ご連絡下さ
い。お待ちしております。

このはリハビリ倶楽部では、ご利用者の方達が日々
レッドコードやマシントレーニングをしてリハビリを頑
張っておられます。先日
100歳を迎えた方もリハビ
リを頑張っておられ、体力
保持に努めておられます。
スタッフ一同、利用者の皆
さんが1日でも長く元気に
過ごせる様にお手伝いして
います。

今年の夏は例年よりも気温が高く、子ども達の大好
きな外遊びも制限をかけながらの実施です。
夏休み中、利用時間の長い子は10時間弱過ごします。
そんな中でも飽きがないように色々な活動を行いま
した。お昼ごはん作り、プラネタリウムを見に電車でお
出かけ、夏祭り、水遊び、おやつ作り、映画館で映画鑑
賞などなど。
宿題に追われる姿もありましたが、楽しい思い出が、
たくさんできた夏になったらいいな～と思います。

今年の夏も猛暑続きで、気温38度を超える所も有り
大変驚きました。
当施設におきましては、利用者様に暑さに負けず
日々を過ごして頂きたく、栄養バランスの取れた食事
提供を心がけております。食べることは毎日の生活に
おいて大きな楽しみとなる為、時にはご利用者の皆様
で旬の野菜を使ったカレー作りや、甘いお菓子作り等
を行い季節の移ろいを感じて生活して頂いています。
今後も、感染対策に注意し、楽しく日々を過ごして頂
けたらと思います。

年長さんが、種から育ててきた人参です。一人に１つ
ずつ、ペットボトルの手作りプランターに種を蒔きまし
た。毎日、毎日、熱心にお水をあげてきた子ども達。リ
ボンちゃんやモフモフ等、好きな名前を付けて大きく
なるのを心待ちにしています。葉っぱが伸びたり、広
がって行く様子を観察し、収穫の季節を今か今かと楽
しみにしています。

玉東町社会福祉協議会で25日間実習をさせ
ていただきました。様々な事業や行事への関わ
りを通して、地域における福祉の必要性を始め、
多くのことを学ぶことができました。この実習
期間での学びを自分の目標に向けてさらに深め
ていきたいです。また、地域の皆様からはたくさ
んの暖かい言葉をかけていただきました。これ
からも、ボランティア活動などを通して玉東町に
関わらせていただきたいと思っております。本当
にありがとうございました。

九州看護福祉大学
看護福祉学部
社会福祉学科 3年

森 さくら（宮崎県出身）

実習生の紹介

実習期間：
7月1日～8月８日まで

木葉昭和児童園 

認定こども園 山北保育園

赤い羽根共同募金運動
じ ぶ ん の ま ち を よ く す る し く み

『玉東町で募金をすると、

 玉東町の誰かのために…』

このような事業に使われます
＊玉東町福祉大会
＊社協だより「おれんじの風」
＊福祉施設備品整備事業
＊いきいき料理教室
＊ボランティア団体助成 
＊託児助成　など

皆様からお寄せいただいた募金は、じぶん
のまちの赤ちゃんから高齢者、障害のある方
などを支援するさまざまな福祉活動に役立て
られます。災害時には「災害ボランティアセ
ンター」の運営や被災地への支援にも使われ
ています。

㈲はる　玉東町西安寺302‐1　TEL（0968)85－3585  
URL:www.haru86.co.jp/　E-mail:info@haru86.co.jp

★開店時間：火～土 11時～16時　★玉東町二俣72 TEL/FAX 84‐7858
◎毎日パン販売、パン、クッキー、ケーキの注文、各々ご要望にも応じます。

　玉東町白木1321　TEL85‐2229

玉東町木葉681‐5　TEL85‐3384

元気に育ってね

今年の夏も、水遊びに、虫取り、夏野菜の収穫等、夏
ならではの遊びで五感を働かせ、見て触れて、楽しい
経験がたくさんできました。
浴衣や甚平姿の子どもたちが集い、みんなで輪にな
り、和太鼓と音楽に合わせて踊った『盆踊り大会』。保
護者の皆様と一緒に乳幼児期の口腔の健康について
学んだり、園生活の様子を見ていただいた乳児保育参
観。大好きなお父さん、お母さんと一緒で嬉しそう子ど
もたちのキラキラした笑顔と、子どもたちと一緒に遊
ぶ保護者の皆様の素敵な笑顔に、暑さも忘れるほど、
たくさん元気をもらいました。

夏の思い出

令和6年10月1日～

令和6年度
募金目標額 2,180,000円

３月に届いた、念願の外遊具
（ジャングルジム ２台 シーソー ２台）
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玉東町社協だより「おれんじの風」の作成に、共同募金配分金が使われています

〈ふくしの総合相談〉
・障がい者の生活や虐待について

・成年後見制度について

・生活上の困りごとについて

・ボランティア活動に関する相談

〈玉東町生活よりそいセンター〉
・家計のやりくりの不安

・子どものひきこもりで心配

・仕事がなかなか見つからない　など
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メールアドレス　　　　c-power.3150@poppy.ocn.ne.jp
玉東町社協 検索

土曜日・祝日(8:30～17:00)も受付します。
玉東町社会福祉協議会　☎0968-85-3150 ☎0968-85-6305

玉東町シルバー人材センター
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満
タ
ン
に
、大
変
な
作

業
が
つ
づ
く
。作
物
は
水
が
な
け
れ

ば
育
た
ず
、人
は
愛
が
な
け
れ
ば
生

き
て
い
け
な
い
。

雨
と
愛
が
ほ
し
い
！

ポ
ン
ポ
コ

『おれんじの風』文字募集中！
特技・趣味のグループ等も受け付けています！

☎85-3150まで

玉東町社協だより

令和6年9月15日

第177号題字　加治木　琥南さん（19才／大学2年）
か　じ　き　　　こ なん
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福祉大会案内、夏ボランティア・夏事業
夏ボランティア・夏事業
玉東町民児協だより
シャキッと・絵手紙玉東教室、玉東町オレンジニュース、ボランティア連絡協議会
おれんじ宅配便
おれんじ宅配便、実習生の紹介、共同募金だより
リレートーク、玉葉会、寄付御礼、つぶやき

（
玉
葉
会
は
町
内
の
俳
句
サ
ー
ク
ル
で
す
）

安
田
か
し
こ

坂
本

　友
春

松
本

　妙
子

緒
方

　昌
子

凌
霄
花
明
日
は
空
へ
と
行
く
つ
も
り

こ
の
世
よ
り
少
し
は
み
出
し
虫
の
世
へ

夏
霧
が
隠
せ
し
牧
の
牛
の
声

土
用
波
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
眼
が
動
く

夏
揚
羽
ゆ
ら
り
真
昼
の
白
き
道

半
日
の
風
に
身
託
し
稲
の
花

は
た
と
止
む
団
扇
の
波
や
大
相
撲

友
元
気
残
暑
見
舞
を
絵
手
紙
で

7月10日に山北小、7月12日に木葉小の
6年生が、認知症サポーター養成講座を
受講しました。町内のキャラバンメイトの
方から認知症の事について学び、その後
グループワークを行いました。受講後に
は、オレンジリングの配布がありました。

認知症サポーター
養成講座7/10 山北小 7/10 木葉小

・
長
島
ト
ミ
エ
　
様
　
高
　
月

・
山
野
　
和
子
　
様
　
上
白
木

・
香
山
　
勝
輔
　
様
　
山
　
口

・
清
田
　
伸
一
　
様
　
二
俣
西

・
深
本
　
浩
　
　
様
　
　
町
　

（
亡
夫
　
正
弘
）

（
亡
夫
　
孝
）

（
亡
妻
　
綾
子
）

（
亡
母
　
サ
ハ
子
）

（
亡
母
　
清
子
）

・
今
村
　
哲
彌
　
様
　
土
生
野

・
前
田
　
成
寿
　
様
　
原
倉
東

・
村
上
　
一
代
　
様
　
西
安
寺

・
狩
野
　
昭
子
　
様
　
上
白
木

（
亡
母
　
ア
サ
子
）

（
亡
母
　
フ
ミ
）

（
亡
夫
　
正
也
）

（
亡
夫
　
光
明
）

現在、嬉しい収穫に
向けての大切な時期
を、連日の猛暑に負け
ず日々を過ごしていま
す。今年は雨も少なく
恵みの雨が欲しいと願
いながら、みかんの樹

と励まし合って作業をしています。農業は年に一度の
収穫を目指して自然を敬い、時には自然の力に逆らう
事ができず、悩みながらも地道な作業を積み重ね、繰
り返していく仕事です。資材高騰、後継者不足、、、
様々な課題が現実として表れ厳しい一面もあります
が、古くから受け継がれてきた大地で、より良い農産
物を作ろうと懸命に励む先輩方の姿に感動し、今の私
がいます。玉東町にしかない自然や環境に感謝して、
喜ばれるような農産物作
りを目指していきます。こ
れからも今抱えている
『大きな夢』に向かって頑
張ります。
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